
 

令和６年度 

コミュニティソーシャルワーク ステップアップ研修 

 

 

１ 趣  旨 

  新型コロナウイルスの影響により、対面での地域福祉活動が長く制約され、地域住民のつ

ながりの希薄化や社会的に孤立する人々が増加するなど、地域住民が直面する生活課題、福

祉課題はますます多様化・深刻化しています。そのような状況の中で、さまざまな地域生活

課題を抱えた人を受け止め、地域住民や多機関と連携し、円滑に支援へつなげられるよう包

括的な支援体制の構築が求められています。 

  本研修は、地域の生活課題の解決に向けて、多職種多機関と協働し、地域のニーズ把握・

分析から社会資源の開発や改善、地域の社会環境の変化に応じたコミュニティソーシャルワ

ーク実践の応用展開力を習得することを目的として実施します。 

１日目は、参加者の自らの事例にもとづき、事前に一連のコミュニティソーシャルワーク

実践のプランニングを作成し、それに基づきグループ・コンサルテーションを行います。２

日目は、今後の単身・多死化社会において増加する身寄りのない単身高齢者等に対する終身

サポートに関するコミュニティソーシャルワーク実践について、講義と演習を通して、その

あり方を探ります。 

以上の内容から、今後の地域の福祉ニーズの変化に応じたコミュニティソーシャルワーク

の実践展開力の向上を図ります。 

 

２ 主  催   宮城県 

         社会福祉法人宮城県社会福祉協議会 

 

３ 日  時 

  〔１日目〕令和６年１２月１０日（火）午前１０時３０分から午後４時３０分まで 

  〔２日目〕令和６年１２月１１日（水）午前１０時から午後４時３０分まで 

 

４ 会  場   みやぎハートフルセンター２階 大会議室２ 

 

５ 対 象 者 

  ２日間通して参加が可能な方で以下の（１）、又は（２）に該当する方 

  （１）宮城県、又は宮城県社会福祉協議会が主催したコミュニティソーシャルワークに 

     関する研修の修了者 

  （２）地域福祉に携わる職場に勤務し、勤続年数が１０年以上の者 

※ 今年度コミュニソーシャルワーク実践研修を修了した方も対象になっています 

 

６ 定  員   ３０人（先着順とさせていただきます） 

 

７ 参 加 費   無料 

  



 

８ 申込方法 

  下記申込みフォーム（Googleフォーム）、又はＱＲコードを読み取り、 

お申込みください。 

  ＵＲＬ： https://forms.gle/QVCiZe7URSPY3EA86 

 

９ 申込期限   令和６年１１月１１日（月）午後５時まで 

※ 御自身が担当した事例などについて、研修実施前にワークシートによる事前ワークを行

う予定としております。そのため、申込締切後にワークシート等を申込時に御入力いた

だいたメールアドレスにお送りいたします。 

 

10 内容・タイムスケジュール 

  〔１日目：１２月１０日（火）〕 

時刻 内 容 

10:00 受付 

10:30 開会・オリエンテーション 

10:35 挨拶 

10:40 

～ 

16:30 

講義 

「Afterコロナ時代における地域福祉実践の課題と展望 

  -地域生活課題の解決に向けたコミュニティソーシャルワークの展開‐」 

演習（グループ・スーパービジョン） 

 自分が担当した事例をもとに、コミュニティソーシャルワーク実践のプラ

ンニングの内容と方法について報告し、グループのメンバー間で協議しま

す。 

 

 

  〔２日目：１２月１１日（水）〕 

時刻 内 容 

9:30 受付 

10:00 開会・オリエンテーション 

10:05 

～ 

16:30 

講義・演習 

「身寄りのない単身高齢者等に対する終身サポートとコミュニティソーシ

ャルワーク実践」 

１．これからの単身・多死社会における地域の生活課題とニーズを予測する 

２．事例にもとづく身寄りのない単身高齢者世帯の個別アセスメント、地域 

アセスメント 

３．身寄りのない単身高齢者等へのチームアプローチによるソーシャルサポ 

ートの開発 

 

  ※適宜休憩を挟みます。 

  

https://forms.gle/QVCiZe7URSPY3EA86


 

◆講 師  宮城 孝 氏 

法政大学現代福祉学部福祉コミュニティ学科 教授 

法政大学大学院人間社会研究科 教授 博士（社会福祉学） 

日本地域福祉研究所 理事長 

【専門領域】 

地域福祉論（コミュニティソーシャルワーク、全世代対応型 

包括的支援システムなどの地域福祉方法論） 

【略歴】 

神戸山手女子短期大学に赴任時、神戸に在住しており 1995 年 1 月 17 日の阪神淡路大震

災を経験し、被災地において災害ボランティアセンターの設立・運営に携わった。東日本

大震災では、岩手県で最も被害が甚大だった陸前高田市地域再生の支援と仮設住宅の被災

者の暮らしについてプロジェクトの代表として調査等を行ってきた。 

東海大学健康科学部社会福祉学科専任講師、法政大学現代福祉学部助教授を経て、2005

年から同教授現在に至る。 

 

11 修了証について 

  ２日間受講した修了者には、修了証を発行いたします。２日目の研修終了後に手渡しする

予定です。申込時に漢字の間違い等ないか確認した上で御申込みください。 

 

12 会場アクセス 

  みやぎハートフルセンター（住所 宮城県仙台市青葉区上杉三丁目３番１号） 

＜電車の場合＞ 

市営地下鉄 勾当台公園駅県庁側出口 徒歩約５分 

＜バスの場合＞ 

 宮城交通バス 上杉通り経由宮城大学行き、又は宮城学院前行き 

 「錦町１丁目」バス停下車 徒歩約２分 

＜車の場合＞ 

 専用の駐車場がないため、近隣の有料駐車場を御利用ください。 

  

 



 

13 留意事項  

各種感染予防のため、咳エチケットへの配慮・マスクの着用・手指消毒等について、御配

慮願います。 

 

14 個人情報の取扱いについて 

 （１）本研修申込者に関する個人情報は、本研修関連のみの目的で使用します。 

 （２）受講者相互の交流や情報交換を目的とし、受講者名簿を作成し、受講者へ配布します。

受講者名簿には、お名前・所属機関・所属機関の種別・職名などを掲載します。 

 

15 問合せ先 

（社福）宮城県社会福祉協議会 地域福祉部 共生社会推進課（担当：砂澤、菱沼） 

 〒９８１－０９１４ 仙台市青葉区堤通雨宮町４－１７ 宮城県仙台合同庁舎８階 

電話：０２２－７３９－９８２８   ＦＡＸ：０２２-７３９-９８４２ 


